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2011年3月11日午後2時46分、東北を中心に東日本を襲った未曾有の大地震。東北各県の太

平洋岸で大津波による甚大な被害をもたらした。加えて、福島第一原子力発電所では原子

炉内での燃料棒の一部溶融、水素爆発などの事故が相次ぎ、相当量の放射性物質が放出さ

れ、付近住民は強制避難を余儀なくされた。                        

大地を揺るがした大災害は地震、津波、原子力発電所事故という三重苦を与え、教会一帯

は立ち入り禁止となった。                              

福島原発が建設されるよりはるか昔に建てられた、保守バプテスト同盟・福島第一聖書バ

プテスト教会の牧師・信徒たちは住む場所を失い、流浪の民となって、仮の住まい東京へ

たどり着いた…。                                   

絶望的な状況の中で見たものとは何か？ 福島第一バプテスト教会の佐藤彰牧師が、希望

のメッセージをあなたに届けます。ぜひお出かけください。 
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